










































































結果：2017 年 1月～12月にかけて行われ、全体で 1896 名の登録を行っ
た。最終的には、歩行に関しては 508名、食事に関しては 891名、会話に関しては
1295名が本研究の対象となった。機能的予後に関わる因子については、歩行に関し






しては、経口摂取量、食欲不振 IPOS、下腿浮腫、Communication Capacity Scale、
PPS、白血球数、リンパ球の割合、LDH、カリウム、BUNを同定した。FPPIは、歩行







生存率について、3.5 点以上をカットオフとしたとき、感度 82.5%、特異度 40.8％で
予測された。21日間の機能的生存率について、3.5点以上をカットオフとしたとき



























Prognostic (PaP) Score、Palliative Prognostic Index (PPI)、Prognosis in 





























神経疾患領域で頻用されている FIM（Functional Independence Measure）が挙げられ
る。FIM は 18 項目で構成され、13 項目の運動課題と 5 項目の認知課題が含まれてお

























4 研究方法  
（1）研究全体の枠組み 
  本研究は、EASED（East-Asian collaborative Study to Elucidate the Dying 
Process）という多施設前向き観察研究の一部として行われた。EASED の主な目的は、
緩和ケア病棟に入院する終末期がん患者において、Palliative Performance Scale 





















登録期間は、各施設における研究許可日から 2017年 12 月 31日までであっ
た。追跡期間は、各施設における研究許可日から 2018年 6月 30 日までであった。


























発巣、骨転移、中枢神経系への転移）、臨床症状（疼痛 IPOS[Integrated Palliative 
care Outcome Scale]、呼吸困難 IPOS、体重減少、経口摂取量、倦怠感 IPOS、食欲不
振 IPOS、下腿浮腫、浮腫、消化管閉塞、せん妄の有無、Communication Capacity Scale、
Richmond Agitation-Sedation Scale）、全身状態（Eastern Cooperative Oncology 
Group Performance Status、 Karnofsky Performance Scale、 Global Health、














た最後の日は、「ECOG PS (Eastern Cooperative Oncology Group Performance Status) 
が 3 以下であった日」と定義した。（付表①-４））患者が食べることができた最後の
日は、「数口以上食べることが出来た日」と定義した。患者が最後に話せた日は、
「Communication Capacity Scale (CCS) が 2以下であった日」と定義した。（付表①
















・Communication Capacity Scale (CCS) 
終末期患者のコミュニケーション能力を評価する指標である。全体の中の item4を用
いて、4段階で医療者評価を行った。 




・Eastern Cooperative Oncology Group Performance Status(ECOG PS) 
全身状態の指標の一つで、患者の日常生活の制限の程度を 0（制限なし）～5（死亡）
の 5段階で分類したものである。 
・Karnofsky Performance Scale(KPS) 






患者の全身状態について 1: extremely poor（非常に不良）から 7: normal heath（健
康）までの７段階に分類したものである。 
・Palliative Performance Scale(PPS) 
患者が日常生活でどの程度活動能力があるかを 0（正常）～100（死亡）まで 10 刻み
の 11段階に分類したものである。KPSの修正版であり、起居、活動と症状、セルフケ
ア、経口摂取量、意識レベルの 5つの側面から評価する。 
















Communication Capacity Scale、Richmond Agitation-Sedation Scale、Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、Karnofsky Performance Scale、
















































































表 3 に歩行の機能的予後においての単変量解析の結果を示す。以下の 19 個
の因子について、p値が 5%以下で有意と示された。経口摂取量、倦怠感 IPOS、食欲




独立した因子が同定された。食欲不振 IPOS (HR 1.81; 95%CI, 1.36 to 2.42; P< 
0.0001)、PPS (Hazard Ratio [HR] 1.74; 95%CI, 1.39 to 2.18; P< 0.0001) 及び







日（範囲：2～375 日）であった。年齢の中央値は 74 歳（範囲：25～100 歳）であ
った。男性が全体の 47.9%を占めた。原発巣としては、肺（18.1％）、結腸/直腸
（14.5％）、胃/食道（11.8％）および膵臓（10.1％）が多かった。 
表 6 に歩行の機能的予後においての単変量解析の結果を示す。以下の 24 個
の因子について、p値が 5%以下で有意と示された。呼吸困難 IPOS、体重減少、経口




独立した因子が同定された。経口摂取量 (HR 1.50; 95%CI, 1.20 to 1.87; P= 
0.0003)、 食欲不振 IPOS (HR 1.60; 95%CI, 1.25 to 2.05; P=0.002), PPS (HR 
1.40; 95%CI, 1.18 to 1.67; P= 0.0001), 白血球数 (HR 1.34; 95%CI, 1.11 to 
1.62; P= 0.0022), リンパ球の割合 (HR 1.52; 95%CI, 1.26 to 1.83 ; P< 0.0001), 
LDH (HR 1.28; 95%CI, 1.08 to 1.51 ; P= 0.004) 及び BUN (HR 1.36; 95%CI, 






表 8 に会話の機能的予後で解析した患者の特徴を示す。生存期間中央値は 18
日（範囲：1～375 日）であった。年齢の中央値は 73 歳（範囲：25～100 歳）であ
った。男性が全体の 51.4%を占めた。原発巣としては、肺（17.0％）、胃/食道（14.8％）、
結腸/直腸（13.9％）および膵臓（11.0％）が多かった。 
表 9 に会話の機能的予後においての単変量解析の結果を示す。以下の 24 個
の因子について、p値が 5%以下で有意と示された。呼吸困難 IPOS、体重減少、経口




独立した因子が同定された。経口摂取量 (HR 1.35; 95%CI, 1.11 to 1.64; P= 
0.0023), 食欲不振 IPOS (HR 1.36; 95%CI, 1.15 to 1.62; P= 0.0004), 下腿浮腫 
(HR 1.22; 95%CI, 1.06 to 1.40; P= 0.0065), CCS (HR 1.28; 95%CI, 1.10 to 
1.49; P= 0.0012), PPS (HR 1.57; 95%CI, 1.35 to 1.84; P< 0.0001), 白血球数 
(HR 1.26; 95%CI, 1.08 to 1.48; P= 0.0035), リンパ球の割合 (HR 1.72; 95%CI, 
1.46 to 2.03 ; P< 0.0001), LDH (HR 1.29; 95%CI, 1.12 to 1.49; P= 0.0003), 
K (HR 1.25; 95%CI, 1.08 to 1.45; P= 0.0029) 及び BUN (HR 1.45; 95%CI, 1.25 






  表 11-13 に歩行、食事、会話に関する FPPI の計算結果を示す。スコアは、






  図 3-1、3-2、3-3 に歩行に関する 7 日、14 日、21 日機能的生存率について
の ROC 曲線およびカットオフ値による生存率、感度、特異度を示す。感度が 80%に
最も近い値をカットオフ値と定めた。7 日間の機能的生存率について、FPPIにおい
て 1点以上をカットオフとしたときに感度 86.7%、特異度 35.8％で予測された。14
日間の機能的生存率について、1 点以上をカットオフとしたときに感度 83.6%、特
異度 40.5％で予測された。21日間の機能的生存率について、1 点以上をカットオフ
としたときに感度 79.3%、特異度 42.6％で予測された。 
図 4-1、4-2、4-3 に食事に関する 7 日、14 日、21 日機能的生存率について
の ROC 曲線およびカットオフ値による生存率、感度、特異度を示す。感度が 80%に
最も近い値をカットオフ値と定めた。7 日間の機能的生存率について、FPPIにおい
て 4点以上をカットオフとしたときに感度 75.9%、特異度 50.0％で予測された。14
日間の機能的生存率について、3.5 点以上をカットオフとしたときに感度 82.5%、
特異度 40.8％で予測された。21日間の機能的生存率について、3.5点以上をカット
オフとしたときに感度 80.1%、特異度 44.4％で予測された。 
図 5-1、5-2、5-3 に会話に関する 7 日、14 日、21 日機能的生存率について
の ROC 曲線およびカットオフ値による生存率、感度、特異度を示す。感度が 80%に
最も近い値をカットオフ値と定めた。7 日間の機能的生存率について、FPPIにおい
て 8.5 点以上をカットオフとしたときに感度 79.4%、特異度 56.7％で予測された。
14 日間の機能的生存率について、8 点以上をカットオフとしたときに感度 79.0%、
特異度 58.9％で予測された。21日間の機能的生存率について、7点以上をカットオ





 上記の FPPI においては項目数が多く煩雑なことや、血液学的検査を含むこ
と、従来の生命予後予測指標に含まれる因子であるせん妄や臨床的予後予測が含ま
れていないことが懸念されたため、それぞれに対応したモデルを作成して比較を行































 従来のモデルでは FPPI の計算において項目数が多く、また、歩行、食事、
会話についてそれぞれ計算が異なることから煩雑と考えられた。したがって、いず





⑤一部共通する 5 つの因子で構築したモデルとの比較 
 従来のモデルでは FPPI の計算において項目数が多く、また、歩行、食事、
会話についてそれぞれ計算が異なることから煩雑と考えられた。したがって、いず

























































































































7 結論  
我々は世界で初めて、進行がん患者における機能的予後スコアリングシステ
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図 2 患者選択のフロー 
 
 
















図 3-1 ROC曲線とカットオフポイント（歩行：7日） 
 
AUC = 0.69 
 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
3 0.6909 0.1083 0.9854 0.764706 0.71618 
2 0.4755 0.5333 0.7701 0.503937 0.790262 
1 0.2689 0.8667 0.3577 0.371429 0.859649 














図 3-2  ROC曲線とカットオフポイント（歩行：14日） 
 
AUC = 0.70 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
3 0.854 0.0899 1 1 0.543767 
2 0.6909 0.4815 0.8244 0.716535 0.632959 
1 0.4605 0.836 0.4049 0.564286 0.72807 






図 3-3  ROC曲線とカットオフポイント（歩行：21日） 
 
AUC = 0.69 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
3 0.9127 0.0691 1 1 0.392573 
2 0.8072 0.439 0.8716 0.850394 0.483146 
1 0.6266 0.7927 0.4257 0.696429 0.552632 






図 4-1  ROC曲線とカットオフポイント（食事：7日） 
 
AUC = 0.71 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
9 0.7322 0.0419 0.9979 0.88889 0.71759 
8 0.6396 0.1099 0.9871 0.77778 0.73016 
7 0.5353 0.3141 0.9421 0.68966 0.77018 
6.5 0.4813 0.3455 0.927 0.66 0.77558 
6 0.4278 0.4869 0.8219 0.52841 0.79626 
5.5 0.3759 0.5445 0.7639 0.48598 0.80361 
5 0.3267 0.6335 0.6631 0.43525 0.8153 
4.5 0.2811 0.7068 0.5579 0.39589 0.82279 
4 0.2396 0.7592 0.5 0.3836 0.83513 
3.5 0.2024 0.8429 0.3541 0.34849 0.84615 
3 0.1698 0.8534 0.324 0.341 0.84358 
2.5 0.1415 0.9424 0.1717 0.31802 0.87912 
2 0.1172 0.9634 0.1395 0.31453 0.90278 
1.5 0.0966 0.9843 0.0858 0.30619 0.93023 
1 0.0793 1 0.03 0.29705 1 













図 4-2  ROC曲線とカットオフポイント（食事：14日） 
 
AUC = 0.70 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
9 0.8609 0.0255 0.9971 0.88889 0.52778 
8 0.8044 0.0701 0.9854 0.81482 0.53651 
7 0.7322 0.2325 0.9592 0.83908 0.57719 
6.5 0.6903 0.258 0.9446 0.81 0.58169 
6 0.6451 0.3949 0.8484 0.70455 0.60499 
5.5 0.5971 0.4713 0.8076 0.69159 0.62528 
5 0.5471 0.5637 0.7055 0.63669 0.63852 
4.5 0.4962 0.6656 0.6152 0.6129 0.66772 
4 0.4454 0.7166 0.5539 0.59524 0.681 
3.5 0.3957 0.8248 0.4082 0.56061 0.71795 
3 0.348 0.8439 0.379 0.55439 0.72626 
2.5 0.3032 0.9427 0.2128 0.52297 0.8022 
2 0.2619 0.9554 0.1691 0.51282 0.80556 
1.5 0.2244 0.9841 0.1108 0.50326 0.88372 
1 0.1908 1 0.0408 0.48834 1 












図 4-3  ROC曲線とカットオフポイント（食事：21日） 
 
AUC = 0.70 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
9 0.9158 0.0202 0.9962 0.88889 0.40124 
8 0.8789 0.0581 0.9847 0.85185 0.40794 
7 0.8287 0.1995 0.9693 0.90805 0.44386 
6.5 0.7979 0.2247 0.9579 0.89 0.44883 
6 0.7633 0.3636 0.8774 0.81818 0.47609 
5.5 0.7247 0.4318 0.8352 0.79907 0.4921 
5 0.6825 0.5303 0.7395 0.7554 0.50924 
4.5 0.637 0.6389 0.6628 0.74194 0.54747 
4 0.5889 0.6894 0.5977 0.72222 0.55914 
3.5 0.5391 0.8005 0.4444 0.68615 0.59487 
3 0.4885 0.8207 0.4138 0.67992 0.60335 
2.5 0.4381 0.9293 0.2414 0.65018 0.69231 
2 0.389 0.9419 0.1877 0.63761 0.68056 
1.5 0.342 0.9722 0.1226 0.62704 0.74419 
1 0.298 0.9949 0.046 0.61275 0.85714 













図 5-1  ROC曲線とカットオフポイント（会話：7日） 
 
AUC = 0.76 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
16 0.7645 0.0426 0.9985 0.92308 0.71154 
15 0.7046 0.1064 0.991 0.83333 0.72399 
14.5 0.6716 0.1454 0.979 0.74546 0.73043 
14 0.6368 0.1809 0.9715 0.72857 0.7372 
13.5 0.6005 0.2979 0.9475 0.70588 0.76145 
13 0.563 0.3333 0.937 0.69118 0.76876 
12.5 0.5248 0.4326 0.8981 0.64211 0.7892 
12 0.4864 0.4929 0.8726 0.62054 0.80276 
11.5 0.448 0.5355 0.8501 0.60159 0.81232 
11 0.4103 0.5709 0.8126 0.56294 0.8175 
10.5 0.3736 0.5993 0.7751 0.52978 0.82064 
10 0.3384 0.6667 0.7196 0.50133 0.83624 
9.5 0.3048 0.7092 0.6702 0.47619 0.84499 
9 0.2732 0.7624 0.6192 0.45842 0.86042 
8.5 0.2437 0.7943 0.5667 0.43665 0.86697 
8 0.2164 0.8262 0.4948 0.40877 0.87071 
7.5 0.1914 0.8475 0.4483 0.39374 0.87427 
7 0.1687 0.8865 0.4063 0.387 0.89439 
6.5 0.1482 0.9113 0.3493 0.37193 0.9031 
6 0.1298 0.9255 0.2969 0.35753 0.90411 
5.5 0.1134 0.9468 0.2564 0.34993 0.91936 
5 0.0988 0.9645 0.2084 0.34 0.93289 




4 0.0745 0.9752 0.1259 0.32051 0.92308 
3.5 0.0646 0.9894 0.099 0.31705 0.95652 
3 0.0559 0.9929 0.0765 0.3125 0.96226 
2.5 0.0483 1 0.0465 0.30719 1 
2 0.0417 1 0.042 0.30619 1 
1.5 0.036 1 0.0225 0.30193 1 
1 0.031 1 0.006 0.29841 1 






図 5-2  ROC曲線とカットオフポイント（会話：14日） 
 
AUC = 0.77 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
16 0.9156 0.0274 1 1 0.50641 
15 0.8868 0.0716 0.9958 0.94444 0.51698 
14.5 0.8695 0.1053 0.9895 0.90909 0.52461 
14 0.8499 0.1347 0.9873 0.91429 0.53242 
13.5 0.828 0.2274 0.9768 0.90756 0.55783 
13 0.8037 0.2632 0.9768 0.91912 0.5695 
12.5 0.7768 0.3516 0.9515 0.87895 0.5942 
12 0.7474 0.4021 0.9304 0.85268 0.60828 
11.5 0.7155 0.4379 0.9093 0.82869 0.61748 
11 0.6813 0.48 0.8776 0.7972 0.62745 
10.5 0.6451 0.52 0.8481 0.7743 0.6381 
10 0.6071 0.5937 0.8038 0.752 0.66376 
9.5 0.5677 0.6379 0.7532 0.72143 0.67486 
9 0.5275 0.6884 0.7004 0.69723 0.69167 
8.5 0.487 0.7389 0.6582 0.68421 0.7156 
8 0.4466 0.7895 0.5886 0.6579 0.73615 
7.5 0.4069 0.8126 0.5338 0.63591 0.73977 
7 0.3684 0.8505 0.4895 0.62539 0.76568 
6.5 0.3315 0.8842 0.4283 0.60782 0.78682 
6 0.2965 0.9032 0.365 0.58767 0.78995 
5.5 0.2638 0.9263 0.3186 0.57667 0.81183 
5 0.2335 0.9495 0.2637 0.56375 0.83893 
4.5 0.2057 0.9621 0.2278 0.55529 0.85714 
4 0.1804 0.9726 0.1646 0.53846 0.85714 




3 0.1373 0.9916 0.1034 0.52567 0.92453 
2.5 0.1191 1 0.0654 0.51743 1 
2 0.1031 1 0.0591 0.51574 1 
1.5 0.089 1 0.0316 0.50857 1 
1 0.0767 1 0.0084 0.50265 1 






図 5-3  ROC曲線とカットオフポイント（会話：21日） 
 
AUC = 0.76 
X 確率 感度 特異度 陽性反応的中率 陰性反応的中率 
16 0.941 0.022 1 1 0.38355 
15 0.9224 0.0593 0.9972 0.97222 0.39211 
14.5 0.9113 0.0898 0.9944 0.96364 0.39933 
14 0.8987 0.1153 0.9944 0.97143 0.40614 
13.5 0.8845 0.1898 0.9805 0.94118 0.4241 
13 0.8687 0.2186 0.9805 0.94853 0.43296 
12.5 0.8511 0.2966 0.9582 0.92105 0.45323 
12 0.8315 0.3441 0.9415 0.90625 0.46621 
11.5 0.81 0.3814 0.9276 0.89641 0.47708 
11 0.7864 0.422 0.8969 0.87063 0.48567 
10.5 0.7607 0.4678 0.8802 0.8652 0.50159 
10 0.733 0.5356 0.8357 0.84267 0.52265 
9.5 0.7033 0.5831 0.7883 0.81905 0.53497 
9 0.6719 0.6356 0.7382 0.79957 0.55208 
8.5 0.6388 0.6814 0.6908 0.78363 0.56881 
8 0.6043 0.7356 0.6212 0.7614 0.58839 
7.5 0.5688 0.7678 0.571 0.74629 0.59942 
7 0.5325 0.8034 0.5209 0.73375 0.61716 
6.5 0.4959 0.8424 0.4596 0.71925 0.63954 
6 0.4593 0.8661 0.39 0.7 0.63927 
5.5 0.4232 0.8932 0.3426 0.6907 0.66129 
5 0.3879 0.922 0.2869 0.68 0.69128 
4.5 0.3537 0.9424 0.2563 0.67558 0.73016 
4 0.3209 0.9593 0.1866 0.65967 0.73626 




3 0.2606 0.9864 0.1253 0.64955 0.84906 
2.5 0.2334 0.9949 0.078 0.63943 0.90323 
2 0.2082 0.9949 0.0696 0.63735 0.89286 
1.5 0.185 0.9983 0.039 0.63062 0.93333 
1 0.1639 1 0.0111 0.62434 1 




表 1-1 多重共線性（歩行）  
相関係数 相関の強さ 変数 
0.8432 強い正の相関 浮腫と下腿浮腫 
 






表 1-2 多重共線性（食事） 
相関係数 相関の強さ 変数 
0.8426 強い正の相関 浮腫と下腿浮腫 
0.7325 強い正の相関 PPSと KPS 
 







表 1-3 多重共線性（会話） 
相関係数 相関の強さ 変数 
0.8456 強い正の相関 浮腫と下腿浮腫 
0.7388 強い正の相関 PPSと KPS 
 







表 2 患者背景（歩行） 
 N % 中央値 範囲 
合計 508    
生存期間   24 1-375 
年齢   71 25-96 
性別     
男性 255 50.2   
女性 253 49.8   
原発巣     
肺 79 15.6   
胃/食道 93 18.3   
結腸/直腸 65 12.8   
乳腺 34 6.7   
泌尿器系 29 5.7   
膵 64 12.6   
子宮/卵巣 37 7.3   
胆道系 14 2.8   
血液系 2 0.4   
肝 21 4.1   
骨/軟部組織 6 1.2   
頭頚部 21 4.1   
脳 1 0.2   
原発不明 7 1.4   
その他 35 6.9   
骨転移     
なし 398 78.3   
あり 110 21.7   
脳転移     
なし 458 90.2   
あり 50 9.8   
疼痛 IPOS     
0 140 27.6   
1 168 33.1   
2 157 30.9   
3 36 7.1   
4 6 1.2   
5 1 0.2   
呼吸困難 IPOS     
0 302 59.4   
1 104 20.5   
2 74 14.6   




4 5 1   
5 1 0.2   
体重減少     
なし 149 29.4   
あり 358 70.6   
経口摂取量     
正常 125 24.7   
数口よりは多い 320 63.1   
数口以下 62 12.2   
倦怠感 IPOS     
0 82 16.1   
1 207 40.7   
2 162 31.9   
3 49 9.6   
4 7 1.4   
5 1 0.2   
食欲不振 IPOS     
0 98 19.3   
1 177 34.8   
2 157 30.9   
3 63 12.4   
4 12 2.4   
5 1 0.2   
下腿浮腫     
なし 264 52   
軽度 (<5mm) 116 22.8   
中等度 (5-10mm) 74 14.6   
高度 (>10mm) 54 10.6   
浮腫     
なし 293 57.7   
あり 215 42.3   
悪性消化管閉塞     
なし 415 81.7   
あり 93 18.3   
CCS     
0 411 80.9   
1 74 14.6   
2 20 3.9   
3 3 0.6   
RASS     
+4 0 0   
+3 2 0.4   




+1 24 4.7   
0 435 85.6   
-1 38 7.5   
-2 0 0   
-3 1 0.2   
-4 0 0   
-5 0 0   
ECOG PS     
0 0 0   
1 9 1.8   
2 88 17.3   
3 411 80.9   
KPS     
10 0 0   
20 2 0.4   
30 21 4.1   
40 190 37.4   
50 159 31.3   
60 109 21.5   
70 19 3.7   
80 7 1.4   
90 1 0.2   
100 0 0   
GH     
1 4 0.8   
2 77 15.2   
3 279 54.9   
4 115 22.6   
5 30 5.9   
6 3 0.6   
7 0 0   
PPS     
10 0 0   
20 2 0.4   
30 18 3.5   
40 166 32.7   
50 225 44.3   
60 80 15.7   
70 13 2.6   
80 4 0.8   
90 0 0   






    
安定期 74 14.6   
不安定期 194 38.1   
増悪期 236 46.5   
死亡直前期 4 0.8   
血液学的検査     
白血球数 442  9080 500-55310 
好中球の割合 395  82.4 6-97.7 
リンパ球の割合 395  9.2 0.5-93 
ヘモグロビン 442  9.9 4.6-16.6 
アルブミン 431  2.5 1-6.4 
LDH 429  285 90-6589 
ナトリウム 440  135 117-157 
カリウム 440  4.3 2.6-7.6 
カルシウム 381  8.5 4.2-13.3 
BUN 440  18.9 3-121 
クレアチニン 441  0.74 0.22-5.2 
CRP 434  4.53 0-39.9 
 
脚注 ECOG PS4 については不適格であり表に反映していない。各用語の定義につい
ては付表を参照。 
略語 IPOS：Integrated Palliative Outcome Scale、CCS：Communication 
Capacity Scale、RASS：Richmond Agitation-Sedation Scale、ECOG PS：Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、KPS：Karnofsky Performance 















骨転移         0.5121   
なし 398 26.7 15 13-18   52.8 
あり 110 23.6 15.5 11-20   53.6 
中枢神経転移         0.6901   
なし 458 26.3 15 13-17   53.1 
あり 50 23.1 16 10-23   52 
疼痛 IPOS         0.4916   
2≧ 465 26.4 15 13-17   52.5 
3≦ 42 21.6 17 11-21   57.1 
呼吸困難 IPOS         0.1633   
2≧ 480 26.4 16.5 14-18   53.8 
3≦ 27 19.2 8 4-16   37 
体重減少         0.4643   
なし 149 27.8 15 11-20   54.4 
あり 358 25.3 15.5 13-18   52.5 
経口摂取量         0.0003   
正常 125 35.9 22 17-27   66.4 
数口よりは多い 
/数口以下 
382 22.7 13 11-16   48.4 
倦怠感 IPOS         0.0113   
2≧ 451 27 17 15-19   55 
3≦ 56 17.8 8 5-13   35.7 
食欲不振 IPOS         <0.0001   
2≧ 432 27.8 17 15-20   56.3 
3≦ 75 15.6 9 7-13   33.3 
下腿浮腫         0.0059   
なし 264 28.9 17.5 16-22   60.6 
軽度/中等度/高度 244 22.9 12 10-15   44.7 
浮腫         0.0003   
なし 293 30.3 17 15-21   59 
あり 215 20.1 12 10-15   44.7 
消化管閉塞         0.4748   
なし 415 26.8 15 13-17   52.1 
あり 93 22.6 17 13-21   57 
CCS         0.0636   
0 411 27.3 17 14-19   54.7 
1-3 97 20.6 10 8-17   45.4 




≧0 469 26.2 16 14-18   53.5 
≦-1 39 23.9 12 3-22   46.2 
ECOG PS         0.0025   
0-2 97 35.3 21 17-27   66 
3 411 23.8 14 12-17   49.9 
KPS         0.0001   
50-100 295 29.8 20 17-22   60.3 
10-40 213 20.7 11 8-13   42.7 
GH         0.0075   
4-7 148 31.4 21.5 15-27   61.5 
1-3 360 23.8 13.5 11-17   49.4 
PPS         <0.0001   
50-100 322 31.2 20 17-23   61.8 
10-40 186 17.1 9.5 7-12   37.6 
Palliative Care 
Phase 
        0.0024   
安定期 74 36.6 27 18-32   67.6 
不安定期/増悪期 
/死亡直前期 
434 24.2 15 13-17   50.5 
白血球数         <0.0001   
9000/μL以上 224 17 10 8-13   41.5 
9000/μL未満 218 32.9 20 17-26   63.3 
好中球の割合         <0.0001   
90％以上 70 12.8 7 5-10   31.4 
90％未満 325 26.5 17 15-20   56.3 
リンパ球の割合         <0.0001   
10％以上 185 32.7 20 17-26   65.4 
10％未満 210 16.6 10 8-13   40.5 
ヘモグロビン         0.1459   
12g/dL以上 72 20.9 11.5 7-17   47.2 
12g/dL未満 370 25.7 16 13-18   53.2 
アルブミン         0.0141   
2.5g/dL以上 247 27.6 17 15-20   57.5 
2.5g/dL未満 184 20.3 13 10-16   45.1 
LDH         0.0011   
300U/L以上 197 19.7 11 10-15   44.2 
300U/L未満 232 28.9 18 15-21   59.1 
ナトリウム         0.0009   
135mmol/L以上 251 28.8 17 15-20   57.4 
135mmol/L未満 189 19.8 12 10-15   46 
カリウム         0.3793   
4.5mmol/L以上 194 24 15 10-19   52.9 




カルシウム         0.0387   
8.5mg/dL以上 207 25.9 15 13-18   53.6 
8.5mg/dL未満 174 20.2 13 10-17   48.3 
BUN         <0.0001   
20mg/dL以上 201 19.3 10 8-12   40.8 
20mg/dL未満 239 29.4 19 17-23   62.3 
クレアチニン         0.1249   
1mg/dL以上 119 23.4 10 8-15   45.4 
1mg/dL未満 322 25.2 17 14-19   55 
CRP         0.0029   
5mg/dL以上 203 21.4 12 10-15   45.8 
5mg/dL未満 231 28.5 18 15-21   59.7 
 
脚注 95%CI：95%信頼区間 
略語 IPOS：Integrated Palliative Outcome Scale、CCS：Communication 
Capacity Scale、RASS：Richmond Agitation-Sedation Scale、ECOG PS：Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、KPS：Karnofsky Performance 





表 4 多変量解析の結果（歩行） 
変数 P HR 95%CI 
食欲不振 IPOS (3≦ vs. 2≧) <0.0001 1.81 
1.36-
2.42 
Palliative Performance Scale (10-40 vs. 50-100) <0.0001 1.74 
1.39-
2.18 




脚注 HR：ハザード比、95%CI：95%信頼区間 一般化 R2乗：0.18 
Cox 回帰分析を行った。登録日から「最後に歩けた日」までの日数を従属変数として
使用し、ステップワイズ法（減少付き変数増加法）を用いて最適なサブセットを同定








表 5 患者背景（食事） 
 N % 中央値 範囲 
合計 891    
生存期間   23 2-375 
年齢   74 25-100 
性別     
男性 427 47.9   
女性 464 52.1   
原発巣     
肺 161 18.1   
胃/食道 105 11.8   
結腸/直腸 129 14.5   
乳腺 68 7.6   
泌尿器系 66 7.4   
膵 90 10.1   
子宮/卵巣 57 6.4   
胆道系 33 3.7   
血液系 12 1.3   
肝 44 4.9   
骨/軟部組織 10 1.1   
頭頚部 30 3.4   
脳 8 0.9   
原発不明 16 1.8   
その他 62 7   
骨転移     
なし 639 71.7   
あり 252 28.3   
脳転移     
なし 757 85   
あり 134 15   
疼痛 IPOS     
0 282 31.7   
1 298 33.4   
2 228 25.6   
3 75 8.4   
4 6 0.7   
5 2 0.2   
呼吸困難 IPOS     
0 550 61.7   
1 175 19.6   
2 114 12.8   




4 7 0.8   
5 2 0.2   
体重減少     
なし 255 28.7   
あり 635 71.3   
経口摂取量     
正常 175 19.6   
数口より多い 716 80.4   
倦怠感 IPOS     
0 174 19.5   
1 359 40.3   
2 249 27.9   
3 95 10.7   
4 12 1.3   
5 2 0.2   
食欲不振 IPOS     
0 177 19.9   
1 322 36.1   
2 289 32.4   
3 93 10.4   
4 8 0.9   
5 2 0.2   
下腿浮腫     
なし 439 49.3   
軽度 (<5mm) 203 22.8   
中等度 (5-10mm) 138 15.5   
高度 (>10mm) 111 12.5   
浮腫     
なし 494 55.5   
あり 396 44.5   
悪性消化管閉塞     
なし 812 91.1   
あり 79 8.9   
CCS     
0 578 64.9   
1 220 24.7   
2 77 8.6   
3 16 1.8   
RASS     
+4 0 0   
+3 2 0.2   
+2 11 1.2   




0 675 75.8   
-1 134 15   
-2 12 1.3   
-3 2 0.2   
-4 0 0   
-5 1 0.1   
ECOG PS     
0 0 0   
1 8 0.9   
2 86 9.7   
3 468 52.5   
4 329 36.9   
KPS     
10 4 0.4   
20 29 3.3   
30 138 15.5   
40 383 43   
50 194 21.8   
60 114 12.8   
70 20 2.2   
80 7 0.8   
90 1 0.1   
100 0 0   
GH     
1 30 3.4   
2 209 23.5   
3 437 49.1   
4 172 19.3   
5 38 4.3   
6 3 0.3   
7 1 0.1   
PPS     
10 4 0.4   
20 4 0.4   
30 192 21.5   
40 322 36.1   
50 265 29.7   
60 87 9.8   
70 13 1.5   
80 4 0.4   
90 0 0   






    
安定期 107 12   
不安定期 337 37.8   
増悪期 433 48.6   
死亡直前期 14 1.6   
血液学的検査     
白血球数 767  8900 500-629600 
好中球の割合 672  82.05 0-97.7 
リンパ球の割合 672  9.9 0.5-93 
ヘモグロビン 767  9.9 4.2-17.8 
アルブミン 750  2.5 0.7-6.8 
LDH 748  293 58.2-9532 
ナトリウム 765  136 116-187 
カリウム 765  4.3 2.3-7.6 
カルシウム 656  8.5 4-17.4 
BUN 763  19.6 2-172 
クレアチニン 764  0.71 0.13-5.7 




略語 IPOS：Integrated Palliative Outcome Scale、CCS：Communication 
Capacity Scale、RASS：Richmond Agitation-Sedation Scale、ECOG PS：Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、KPS：Karnofsky Performance 
















骨転移         0.2696   
なし 639 27 14 13-16   49.9 
あり 252 28.4 17.5 15-22   58.3 
中枢神経転移         0.2525   
なし 757 27 15 13-16   51.3 
あり 134 29.5 19.5 14-23   58.2 
疼痛 IPOS         0.5618   
2≧ 808 27.3 15 14-17   51.9 
3≦ 81 28.7 18 12-25   55.6 
呼吸困難 IPOS         0.0114   
2≧ 839 27.9 16 14-18   52.9 
3≦ 50 18 10 7-15   40 
体重減少         0.0036   
なし 255 33.3 16 13-19   52.6 
あり 635 25 15 13-17   52.1 
経口摂取量         <0.0001   
正常 175 44.4 27 21-35   70.3 
数口よりは多い 716 23.2 13.5 12-15   47.9 
倦怠感 IPOS         0.0006   
2≧ 782 28.6 16 15-18   53.8 
3≦ 107 18.7 10 7-13   40.2 
食欲不振 IPOS         <0.0001   
2≧ 788 28.9 16 15-18   53.9 
3≦ 101 15.6 9 6-13   38.6 
下腿浮腫         0.004   
なし 439 30 18 15-21   56.7 
軽度/中等度/高度 452 24.8 14 12-16   48 
浮腫         <0.0001   
なし 494 31 18 15-21   56.7 
あり 396 22.8 13 11-15   46.7 
消化管閉塞         0.285   
なし 812 27.8 15 14-17   52 
あり 79 22.5 17 12-21   55.7 
CCS         <0.0001   
0 578 30.3 18 16-20   57.4 
1-3 313 22 11 9-14   42.8 
RASS         0.0005   
≧0 742 28.8 16.5 15-19   55.3 




ECOG PS         0.0096   
0-2 94 36.1 24 17-31   68.1 
3-4 797 26.3 15 13-16   50.4 
KPS         <0.0001   
50-100 336 33.8 23 18-25   62.8 
10-40 554 23.5 13 11-15   46 
GH         <0.0001   
4-7 214 36.2 24 20-27   64 
1-3 676 24.5 14 12-15   48.5 
PPS         <0.0001   
50-100 369 35 23 19-25   63.1 
10-40 522 21.9 12 10-14   44.6 
Palliative Care 
Phase 
        <0.0001   
安定期 107 42.3 24 20-34   66.4 
不安定期/増悪期 
/死亡直前期 
784 25.3 15 13-16   50.4 
白血球数         <0.0001   
9000/μL以上 376 18.3 11 9-13   41.8 
9000/μL未満 391 34.2 20 17-23   61.1 
好中球の割合         <0.0001   
90％以上 115 14.2 7 5-9   29.6 
90％未満 557 29.1 18 16-20   56.9 
リンパ球の割合         <0.0001   
10％以上 335 34.9 22 18-25   63 
10％未満 337 18.2 11 9-13   41.5 
ヘモグロビン         0.6538   
12g/dL以上 150 25.6 13.5 10-16   48 
12g/dL未満 617 26.6 16 13-18   52.5 
アルブミン         0.0001   
2.5g/dL以上 383 30.2 17 15-21   56.1 
2.5g/dL未満 367 21.5 12 11-15   46.1 
LDH         <0.0001   
300U/L以上 362 21.5 12 11-14   43.9 
300U/L未満 386 31 19 16-22   59.3 
ナトリウム         0.0011   
135mmol/L以上 452 29.6 16 13-18   52.4 
135mmol/L未満 313 21.9 15 12-16   50.8 
カリウム         0.0052   
4.5mmol/L以上 321 23 13 11-16   47.7 
4.5mmol/L未満 444 28.9 16 14-18   54.7 
カルシウム         0.6395   




8.5mg/dL未満 304 25.2 15 13-16   52 
BUN         <0.0001   
20mg/dL以上 375 21.5 11 9-13   41.1 
20mg/dL未満 388 31.3 20 17-23   62.4 
クレアチニン         0.0777   
1mg/dL以上 188 24.6 11 9-13   42 
1mg/dL未満 576 27.1 16 15-18   55.2 
CRP         <0.0001   
5mg/dL以上 364 21.5 11 10-14   44.5 
5mg/dL未満 389 31.2 19 16-22   59.4 
 
脚注 95%CI：95%信頼区間 
略語 IPOS：Integrated Palliative Outcome Scale、CCS：Communication 
Capacity Scale、RASS：Richmond Agitation-Sedation Scale、ECOG PS：Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、KPS：Karnofsky Performance 





表 7 多変量解析の結果（食事） 
変数 P HR 95%CI 
経口摂取量 (数口より多い vs. 正常) 0.0003 1.5 
1.20-
1.87 
食欲不振 IPOS (3≦ vs. 2≧) 0.002 1.6 
1.25-
2.05 
Palliative Performance Scale (10-40 vs. 50-100) 0.0001 1.4 
1.18-
1.67 
白血球数 (9000/μL≦ vs. 9000/μL＞) 0.0022 1.34 
1.11-
1.62 
リンパ球の割合 (10%＞ vs. 10%≦) <0.0001 1.52 
1.26-
1.83 
LDH (300U/L≦ vs. 300U/L＞) 0.004 1.28 
1.08-
1.51 




脚注 HR：ハザード比、95%CI：95%信頼区間 一般化 R2乗：0.21 
Cox 回帰分析を行った。登録日から「最後に食べられた日」までの日数を従属変数と
して使用し、ステップワイズ法（減少付き変数増加法）を用いて最適なサブセットを
同定した。モデルに因子を追加、削除する基準としては、最小 BIC (Bayesian 





表 8 患者背景（会話） 
 N % 中央値 範囲 
合計 1295    
生存期間   18 1-375 
年齢   73 25-100 
性別     
男性 666 51.4   
女性 629 48.6   
原発巣     
肺 220 17   
胃/食道 192 14.8   
結腸/直腸 180 13.9   
乳腺 85 6.6   
泌尿器系 95 7.3   
膵 142 11   
子宮/卵巣 85 6.6   
胆道系 46 3.6   
血液系 14 1.1   
肝 57 4.4   
骨/軟部組織 12 0.9   
頭頚部 49 3.8   
脳 7 0.5   
原発不明 23 1.8   
その他 88 6.8   
骨転移     
なし 961 74.2   
あり 334 25.8   
脳転移     
なし 1127 87.1   
あり 167 12.9   
疼痛 IPOS     
0 389 30   
1 430 33.2   
2 343 26.5   
3 117 9   
4 12 0.9   
5 4 0.3   
呼吸困難 IPOS     
0 771 59.5   
1 257 19.8   
2 179 13.8   




4 18 1.4   
5 4 0.3   
体重減少     
なし 315 24.3   
あり 979 75.7   
経口摂取量     
正常 218 16.8   
数口より多い 764 59   
数口以下 312 24.1   
倦怠感 IPOS     
0 207 16   
1 492 38   
2 400 30.9   
3 169 13.1   
4 23 1.8   
5 4 0.3   
食欲不振 IPOS     
0 223 17.2   
1 422 32.6   
2 391 30.2   
3 219 16.9   
4 36 2.8   
5 4 0.3   
下腿浮腫     
なし 605 46.7   
軽度 (<5mm) 318 24.6   
中等度 (5-10mm) 219 16.9   
高度 (>10mm) 153 11.8   
浮腫     
なし 681 52.6   
あり 613 47.4   
悪性消化管閉塞     
なし 1098 84.9   
あり 196 15.1   
CCS     
0 758 58.5   
1 381 29.4   
2 156 12   
RASS    
+4 0 0   
+3 3 0.2   
+2 23 1.8   




0 910 70.3   
-1 248 19.2   
-2 30 2.3   
-3 4 0.3   
-4 1 0.1   
-5 0 0   
ECOG PS     
0 0 0   
1 10 0.8   
2 99 7.6   
3 618 47.7   
4 568 43.9   
KPS     
10 22 1.7   
20 114 8.8   
30 220 17   
40 530 41   
50 249 19.2   
60 128 9.9   
70 23 1.8   
80 7 0.5   
90 1 0.1   
100 0 0   
GH     
1 97 7.5   
2 370 28.6   
3 585 45.2   
4 196 15.2   
5 40 3.1   
6 4 0.3   
7 1 0.1   
PPS     
10 28 2.2   
20 107 8.3   
30 273 21.1   
40 452 34.9   
50 317 24.5   
60 98 7.6   
70 15 1.2   
80 4 0.3   
90 1 0.1   






    
安定期 127 9.8   
不安定期 419 32.4   
増悪期 685 52.9   
死亡直前期 64 4.9   
血液学的検査     
白血球数 1114  9155 200-626900 
好中球の割合 976  89 0-98.5 
リンパ球の割合 976  9 0-93 
ヘモグロビン 1114  9.9 3.2-17.8 
アルブミン 1085  2.4 0.7-6.8 
LDH 1078  292.5 56.3-9532 
ナトリウム 1113  135 116-187 
カリウム 1113  4.4 2.3-7.6 
カルシウム 958  8.5 4-17.4 
BUN 958  21 2-197.2 
クレアチニン 1112  0.725 0.13-41.7 




略語 IPOS：Integrated Palliative Outcome Scale、CCS：Communication 
Capacity Scale、RASS：Richmond Agitation-Sedation Scale、ECOG PS：Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、KPS：Karnofsky Performance 
















骨転移         0.0565   
なし 961 24.3 14 13-15   48.7 
あり 334 27.2 17 14-20   54.8 
中枢神経転移         0.0807   
なし 1127 24.6 14 13-16   49.3 
あり 167 28.4 17 14-22   56.9 
疼痛 IPOS         0.6609   
2≧ 1162 25.2 15 13-16   50.3 
3≦ 129 23.8 14 11-19   49.6 
呼吸困難 IPOS         <0.0001   
2≧ 1207 25.8 15 14-17   51.4 
3≦ 84 15.3 9 5-11   34.5 
体重減少         0.0001   
なし 315 31.6 16 14-20   54 
あり 979 23 14 13-16   49 
経口摂取量         <0.0001   
正常 218 41.4 27 21-30   67.9 
数口よりは多い 
/数口以下 
1076 21.7 13 12-14   46.7 
倦怠感 IPOS         <0.0001   
2≧ 1099 26.7 16 14-17   52.9 
3≦ 192 16 10 8-11   35.4 
食欲不振 IPOS         <0.0001   
2≧ 1036 27.5 16 15-18   54 
3≦ 255 15.3 10 8-11   35.3 
下腿浮腫         <0.0001   
なし 605 28.6 18 16-20   57 
軽度/中等度/高度 690 22 12 11-14   44.4 
浮腫         <0.0001   
なし 681 29 18 16-19   56.7 
あり 613 20.6 12 10-13   43.1 
消化管閉塞         0.2545   
なし 1098 25.7 14 13-16   49.4 
あり 196 21.8 17 13-19   55.1 
CCS         <0.0001   
0 758 29.8 19 17-20   60.4 
1-2 537 18.5 10 8-11   35.9 
RASS         <0.0001   




≦-1 283 17.1 9 8-10   32.5 
ECOG PS         <0.0001   
0-2 109 37.7 26 20-34   72.5 
3-4 1186 23.9 14 12-15   48.2 
KPS         <0.0001   
50-100 408 34.9 24 21-27   67.9 
10-40 886 20.6 11 10-12   42.2 
GH         <0.0001   
4-7 241 37.6 26 23-31   71.4 
1-3 1052 22.2 12 11-14   45.4 
PPS         <0.0001   
50-100 435 36.9 25 22-28   69.2 
10-40 860 19.1 11 10-12   40.7 
Palliative Care 
Phase 
        <0.0001   
安定期 127 41.7 24 20-35   67.7 
不安定期/増悪期 
/死亡直前期 
1168 23.3 14 12-15   48.4 
白血球数         <0.0001   
9000/μL以上 570 18.1 11 10-12   40.9 
9000/μL未満 544 31.6 20 17-22   59.9 
好中球の割合         <0.0001   
90％以上 214 12.3 7 6-8   24.3 
90％未満 762 28.1 18 16-20   57.2 
リンパ球の割合         <0.0001   
10％以上 432 34.7 23 21-26   66.7 
10％未満 544 16.7 10 9-11   36.8 
ヘモグロビン         0.0858   
12g/dL以上 218 22.2 12 8-14   43.1 
12g/dL未満 896 25.3 16 14-17   51.9 
アルブミン         <0.0001   
2.5g/dL以上 513 29.2 18 16-20   57.1 
2.5g/dL未満 572 20.2 12 11-14   43.7 
LDH         <0.0001   
300U/L以上 519 19.4 11 10-12   40.1 
300U/L未満 559 29.7 19 18-21   60.3 
ナトリウム         <0.0001   
135mmol/L以上 611 27.9 16 14-18   53.4 
135mmol/L未満 502 20.8 13 11-15   46.6 
カリウム         <0.0001   
4.5mmol/L以上 504 20.5 11 10-13   42.9 
4.5mmol/L未満 609 28.2 18 16-19   56.5 




8.5mg/dL以上 490 25.7 16 14-18   52 
8.5mg/dL未満 468 23.1 14 12-16   48.3 
BUN         <0.0001   
20mg/dL以上 594 18.6 10 9-11   36.5 
20mg/dL未満 517 31.6 22 20-25   66 
クレアチニン         <0.0001   
1mg/dL以上 324 20 10 8-11   36.1 
1mg/dL未満 788 26.5 17 16-19   56 
CRP         <0.0001   
5mg/dL以上 577 20 11 10-12   41.3 
5mg/dL未満 515 30.2 20 18-22   61.2 
 
脚注 95%CI：95%信頼区間 
略語 IPOS：Integrated Palliative Outcome Scale、CCS：Communication 
Capacity Scale、RASS：Richmond Agitation-Sedation Scale、ECOG PS：Eastern 
Cooperative Oncology Group Performance Status、KPS：Karnofsky Performance 





表 10 多変量解析の結果（会話） 
変数 P HR 95%CI 
経口摂取量 (正常以外 vs. 正常) 0.0023 1.35 
1.11-
1.64 
食欲不振 IPOS (3≦ vs. 2≧) 0.0004 1.36 
1.15-
1.62 
下腿浮腫 (軽度～高度 vs. なし) 0.0065 1.22 
1.06-
1.40 
Communication Capacity Scale (1-2 vs. 0) 0.0012 1.28 
1.10-
1.49 
Palliative Performance Scale (10-40 vs. 50-100) <0.0001 1.57 
1.35-
1.84 
白血球数 (9000/μL≦ vs. 9000/μL＞) 0.0035 1.26 
1.08-
1.48 
リンパ球の割合 (10%＞ vs. 10%≦) <0.0001 1.72 
1.46-
2.03 
LDH (300U/L≦ vs. 300U/L＞) 0.0003 1.29 
1.12-
1.49 
カリウム (4.5mmol/L≦ vs. 4.5mmol/L＞) 0.0029 1.25 
1.08-
1.45 




脚注 HR：ハザード比、95%CI：95%信頼区間 一般化 R2乗：0.30 
Cox 回帰分析を行った。登録日から「最後に話せた日」までの日数を従属変数として
使用し、ステップワイズ法（減少付き変数増加法）を用いて最適なサブセットを同定






表 11 回帰係数とスコア（歩行） 
変数 回帰係数 標準誤差 スコア 
食欲不振 IPOS： ≧3 0.6 0.15 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 0.55 0.11 1 
リンパ球の割合： ＜10% 0.6 0.11 1 
 






表 12 回帰係数とスコア（食事） 
変数 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 数口より多い 0.4 0.11 1.5 
食欲不振 IPOS： ≧3 0.47 0.13 2 
Palliative Performance Scale： 10-40 0.34 0.088 1 
白血球数： ≧9000/μL 0.29 0.096 1 
リンパ球の割合： ＜10% 0.42 0.097 1.5 
LDH： ≧300U/L 0.24 0.085 1 










表 13 回帰係数とスコア（会話） 
変数 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 正常以外 0.3 0.099 1.5 
食欲不振 IPOS： ≧3 0.31 0.088 1.5 
下腿浮腫： 軽度～高度 0.2 0.072 1 
Communication Capacity Scale： 1-2 0.25 0.076 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 0.45 0.08 2.5 
白血球数： ≧9000/μL 0.23 0.08 1 
リンパ球の割合： ＜10% 0.54 0.083 3 
LDH： ≧300U/L 0.26 0.072 1.5 
カリウム： ≧4.5mmol/L 0.22 0.075 1 





表 14 異なるモデルとの比較一覧 
 
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 1 0.87 0.36 0.37 0.86 4 0.76 0.5 0.38 0.84 8.5 0.79 0.57 0.44 0.87
14日 1 0.84 0.4 0.56 0.73 3.5 0.82 0.41 0.56 0.72 8 0.79 0.59 0.66 0.74
21日 1 0.79 0.43 0.7 0.55 3.5 0.8 0.44 0.69 0.59 7 0.8 0.52 0.73 0.62
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 2 0.79 0.49 0.39 0.84 3 0.81 0.43 0.37 0.85 5 0.76 0.6 0.44 0.86
14日 2 0.74 0.54 0.59 0.69 2.5 0.79 0.43 0.56 0.69 4 0.8 0.49 0.61 0.71
21日 1.5 0.87 0.23 0.64 0.53 2.5 0.77 0.48 0.69 0.58 4 0.76 0.53 0.73 0.57
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 2.5 0.76 0.57 0.44 0.84 4 0.79 0.49 0.39 0.85 8 0.78 0.62 0.47 0.87
14日 2 0.82 0.48 0.6 0.74 3.5 0.79 0.45 0.57 0.7 7 0.79 0.61 0.67 0.74
21日 1.5 0.8 0.44 0.72 0.55 3 0.82 0.47 0.7 0.63 6 0.81 0.56 0.75 0.64
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 2 0.81 0.46 0.39 0.85 3 0.8 0.47 0.38 0.85 6 0.8 0.62 0.47 0.88
14日 1.5 0.8 0.48 0.58 0.72 3 0.72 0.5 0.57 0.66 5 0.77 0.59 0.65 0.72
21日 1.5 0.75 0.52 0.71 0.57 3 0.71 0.56 0.71 0.56 4 0.81 0.5 0.73 0.61
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 2 0.74 0.5 0.39 0.82 2 0.72 0.53 0.39 0.82 2 0.81 0.46 0.39 0.85
14日 1.5 0.84 0.4 0.56 0.73 1.5 0.9 0.27 0.53 0.73 2 0.76 0.52 0.62 0.69
21日 1.5 0.79 0.43 0.7 0.55 1.5 0.87 0.29 0.65 0.6 2 0.73 0.56 0.73 0.55
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 3.5 0.78 0.5 0.4 0.84 3.5 0.79 0.46 0.37 0.84 4.5 0.84 0.5 0.41 0.88
14日 3 0.85 0.41 0.57 0.75 3.5 0.77 0.53 0.6 0.71 4.5 0.79 0.58 0.65 0.73
21日 3 0.82 0.46 0.71 0.6 3.5 0.73 0.56 0.71 0.58 3.5 0.81 0.51 0.73 0.62
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 3.5 0.89 0.27 0.34 0.85 4 0.69 0.54 0.38 0.81 4.5 0.86 0.45 0.39 0.88
14日 3.5 0.85 0.3 0.52 0.7 3.5 0.91 0.23 0.52 0.73 4 0.79 0.49 0.61 0.7
21日 3.5 0.83 0.31 0.66 0.53 3.5 0.9 0.26 0.65 0.63 4 0.76 0.54 0.74 0.57
X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV X 感度 特異度 PPV NPV
7日 8 0.83 0.52 0.43 0.88 9 0.78 0.61 0.45 0.87 10 0.83 0.61 0.48 0.9
14日 7.5 0.77 0.54 0.61 0.72 8 0.81 0.52 0.61 0.75 9 0.8 0.6 0.67 0.76




















脚注 X：カットオフ値、PPV（Positive Predictive Value）：陽性反応的中率、 





表 15 血液学的検査なし・せん妄/臨床的予後予測なしのモデル 
歩行 
変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 正常以外 1.12-1.71 0.33 0.11 1.5 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.11-1.84 0.36 0.13 1.5 
浮腫：あり 1.07-1.53 0.25 0.09 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.36-1.98 0.50 0.10 2 
 





変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 数口より多い 1.37-1.93 0.49 0.09 2 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.15-1.75 0.35 0.11 1.5 
浮腫：あり 1.08-1.41 0.21 0.07 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.24-1.63 0.35 0.07 1.5 
 








変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
呼吸困難 IPOS： ≧3 1.21-1.90 0.42 0.12 2 
経口摂取量： 正常以外 1.25-1.71 0.38 0.08 2 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.16-1.55 0.30 0.07 1 
浮腫：あり 1.12-1.40 0.22 0.06 1 
Communication Capacity Scale：1-2 1.10-1.40 0.22 0.06 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.39-1.78 0.45 0.06 2 
 







表 16 血液学的検査あり・せん妄/臨床的予後予測ありのモデル 
歩行 
変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
中枢神経系転移：あり 1.26-2.94 0.66 0.22 2.5 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.28-2.31 0.54 0.15 2 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.29-2.07 0.49 0.12 1.5 
経験的な予後予測：30日未満 1.31-2.20 0.53 0.13 2 
リンパ球の割合： ＜10% 1.35-2.13 0.53 0.12 2 
カルシウム：≧8.5mg/dL 0.55-0.87 -0.37 0.12 -1 
BUN：≧20mg/dL 1.07-1.68 0.29 0.12 1 
 





変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 数口より多い 1.18-1.84 0.39 0.11 1.5 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.17-1.93 0.41 0.13 1.5 
Communication Capacity Scale：1-3 1.10-1.57 0.27 0.09 1 
経験的な予後予測：30日未満 1.53-2.19 0.60 0.09 2.5 
白血球数： ≧9000/μL 1.07-1.56 0.26 0.10 1 
リンパ球の割合： ＜10% 1.28-1.87 0.44 0.10 1.5 
カリウム： ≧4.5mmol/L 1.12-1.57 0.28 0.09 1 
 









変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 数口より多い 1.14-1.67 0.32 0.10 1.5 
Communication Capacity Scale：1-2 1.06-1.43 0.21 0.08 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.14-1.59 0.30 0.08 1.5 
経験的な予後予測：30日未満 1.69-2.31 0.68 0.08 3.5 
リンパ球の割合： ＜10% 1.57-2.12 0.60 0.08 3 
LDH： ≧300U/L 1.11-1.47 0.25 0.07 1 
カリウム： ≧4.5mmol/L 1.08-1.45 0.22 0.07 1 
BUN：≧20mg/dL 1.21-1.62 0.34 0.07 1.5 
 
脚注 95%CI：95%信頼区間 一般化 R2乗：0.34 







表 17 血液学的検査なし・せん妄/臨床的予後予測ありのモデル 
歩行 
変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 正常以外 1.12-1.70 0.32 0.11 1 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.10-1.81 0.34 0.13 1.5 
浮腫：あり 1.06-1.53 0.24 0.09 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.19-1.76 0.37 0.10 1.5 
経験的な予後予測：30日未満 1.33-2.02 0.49 0.11 2 
 





変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 数口より多い 1.33-1.88 0.46 0.09 2 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.10-1.46 0.24 0.07 1 
経験的な予後予測：30日未満 1.73-2.31 0.69 0.07 3 
 
脚注 95%CI：95%信頼区間 一般化 R2乗：0.17 







変数 95%CI 回帰係数 標準誤差 スコア 
経口摂取量： 正常以外 1.20-1.63 0.33 0.08 2 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.07-1.43 0.21 0.07 1 
浮腫：あり 1.06-1.32 0.17 0.06 1 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.19-1.53 0.30 0.06 2 
経験的な予後予測：30日未満 2.02-2.58 0.82 0.06 5 
 







表 18 共通因子 3項目（食欲不振 IPOS・PPS・リンパ球の割合）のモデル 
変数 スコア 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.5 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.5 









表 19 共通因子 5 項目（食欲不振 IPOS・PPS・リンパ球の割合・経口摂取量・BUN）
のモデル 
変数 スコア 
食欲不振 IPOS： ≧3 1.5 
Palliative Performance Scale： 10-40 1.5 














11  付表 
①各尺度の定義 
1）Integrated Palliative Outcome Scale （IPOS） 
 ★IPOSの想起期間について：IPOSの想起期間は「この 3日間」となっている。 







































疼痛 0 1 2 3 4 5 
呼吸困難 0 1 2 3 4 5 
倦怠感 0 1 2 3 4 5 






2）Communication Capacity Scale (CCS)   
 24時間の最もよい状態を評価 



























































1: extremely poor（非常に不良）から 7: normal heath（健康）までの７段階を医師が判断して
記入する。 












7）Palliative Performance Scale 



































































































































1）Palliative Prognostic (PaP) Score 
評価項目  スコア 
呼吸困難 なし 0 
あり 1 
食欲不振 なし 0 
あり 1.5 
Karnofsky Performance Status ≧50 0 
30～40 0 
10～20 2.5 







白血球数（/μL） 4,800～8,500 0 
 8,501～11,000 0.5 
 >11,000 1.5 
リンパ球割合（%） 20～40 0 
 12.0～19.9 1 
 0～11.9 2.5 
  合計スコア 
A：30日間の生存可能性 >70% 0～5.5 
B：30日間の生存可能性 30～70% 5.6～11.0 









2）Palliative Prognostic Index (PPI) 
評価項目  インデックス 
Palliative Performance Scale 10～20 4 
30～50 2.5 
≧60 0 
経口摂取（※） 減少 1 
数口以下 2.5 
浮腫 なし 0 
あり 1 










合計点が 6点より大きい場合、患者が 3週間以内に死亡する確率は感度 80%、特異度
85% 











3）Prognosis in Palliative care Study predictor models (PiPS models) 
 PiPS-A（13項目） PiPS-B（18項目） 
原発巣 ○乳腺、男性生殖器 ○男性生殖器 
遠隔転移 ○ ○ 
転移部位  ○肝、骨 ○骨 
メンタルテスト＞3 点 ○ ○ 
脈拍 ○ ○ 
倦怠感  ○ 
食欲不振     ○ ○ 
呼吸困難   ○  
嚥下困難           ○  
過去 1か月の体重減少    ○  
ECOG PS（0-4） ○ ○ 



















































疼痛 IPOS（Integrated Palliative care Outcome Scale）、呼吸困難 IPOS、体重減少











疼痛 IPOS　                                          →資料C 0   1   2   3   4　　5（意識なし：RASS≦-3→資料K）
疼痛 NRS　(1日の平均)（可能な場合のみ）　　　　　→資料D 0 　1 　2 　3 　4 　5 　6 　7 　8 　9 　10　評価不能
疼痛の病態　（NRSで評価したものについて記録） 0：がん性痛のみ　1：非がん性痛のみ　2：両方　3：不明
突出痛                                                    →資料D 　0：なし　　1：あり
神経障害性疼痛（定義：神経領域に分布、病変あり、知覚異常あり） 　0：なし　　1：あり




経口摂取量   0：正常 1：減少（数口より多い） 2：数口以下
倦怠感 IPOS                                           →資料C 0   1   2   3   4　　5（意識なし）
食欲不振 IPOS                                        →資料C 0   1   2   3   4　　5（意識なし）
眠気 IPOS                                              →資料C 0   1   2   3   4　　5（意識なし）
口渇 IPOS　                                            →資料C 0   1   2   3   4　　5（意識なし）
ミオクローヌス（筋肉の不随意な短収縮）（安静時10秒で）最もひどい四肢で測定 　0：なし　　1：1回　2：2-3回　3：4-9回　4：≧10回


















せん妄の有無（DSM-Vで評価）・原因 　       →資料F 0   1   2   3
過活動型せん妄の重症度　MDAS#9           →資料G 0：なし・低活動　1：軽度　2：中程度　3：重度
知覚障害・幻覚 　　　　　　                          →資料H 0：なし　1：軽度の知覚障害　2：錯覚　3：幻覚
せん妄の既往　（日常診療範囲内でせん妄の既往を尋ねる） 0：なし　　1：あり　　2：不明
CCS#4（入院日のBestのコミュニケーション状況）　→資料I 0：複雑な話　1：単純明瞭な話　2：やや辻褄合わず　3：コミュできず
ADS#2 （入院日のWorstの運動不安の範囲）　      →資料J 0：運動不安なし　1：手足の運動不安　2：起きようとする　3：ベッドから出る
RASS（入院後初回診察時の興奮-鎮静スケール） →資料K +4  +3  +2  +1  0  -1  -2  -3  -4  -5







ECOG Performance Status、Karnofsky Performance Scale、Global Health、 






ECOG Performance Status                        →資料M 0   1   2   3   4  
Karnofsky Performance Scale (10-100)　　   →資料N-1 10  20  30  40  50  60  70  80  90  100
Global Health (1：非常に不良～7：健康)　     →資料O    1    2    3    4    5    6    7
Palliative Performance Scale（10-100）　      →資料P-1 10  20  30  40  50  60  70  80  90  100
       　　　　　3-4枚目の時系列データに記載開始
Palliative Care Phase　　　　　　　　　　　　　　　→資料P-2 0：安定期　1：不安定期　2：増悪期　3：死亡直前期
経験的な予後の予測　（日数を入れてください。「～以上」は不可） 日




























































主な宗教　0：なし 1：仏教 2：キリスト教 3：儒教 4：道教 5：神道 6：イスラム教 7：他 8：不明
患者家族のコミュニケーション　STAS＃7　                              →資料AJ





























 　　　　　2つ選択　(      ),　 (      )  [6：他の場合（　　　　　　　　　　　　　　　　）]
　　　　　　　　　　　0：PCU　1：一般病棟　2：自宅　3：介護施設　4：親戚/友人の家　5：他（　　　　）　6：不明
0：死亡　1：生存　2：不明
